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川崎市中央療育センター通所 広報委員会 

  

   は～ぁと通信 

 

気がつけば干支も蛇に代わりしばらく経ちました。今年は乙巳

(きのとみ)、挑戦や転換がテーマとなる一年だそうです。梅の

花が咲き、桃や桜が蕾を付け、生命の息吹を感じられる季節に

なりました。 

さて、今回のちっちゃいは～ぁと通信は、ST（言語聴覚士）、

通園部、行事委員会からのお話です！ぜひお読みください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご飯、おきがえ、おやつ、お風呂、お出かけ…。特別なことをしなくても日常の中にはことばかけの

機会ややりとりを楽しむ題材はたくさんあります。今回は、ことばかけのコツをご紹介します。 

 

どのように？ 

 ○ゆっくり、はっきり 

お子さまの聞き取りはまだまだ未熟です。お子さまに話すときは、心もちゆっくりめに、はっきりと。 

お子さんの目線の高さに合わせてお口も見せてあげながら、言葉かけをしてみてください。 

 

○ことばの発達段階に合わせて 

幼児語（ex.ワンワン）か成人語(ex.いぬ)か、単語か 2 語文か、身振りをつけるか、実物を見せるか等々… 

お子さんの発達によって理解のしやすさは様々です。お子さんのことば発達の段階に合わせたことばかけを 

心がけましょう。 

まだお話ができない子には？  

 
お子さんが「あーあー」「うー？」と声を出したら、その声をマネして返してあげましょう。発声の遊

びは声を出すことを楽しむことにつながり、声を出すと返ってくるというコミュニケーションの土台と

なっていきます。 

今回は基本的なことばかけのコツをご紹介しました。ことばかけは、お子さまの発達全体の状況や場

面によっても様々だと思います。お子さまのことばについて気になることがございましたら、ご相談

ください。 

いたかったね 
 

ひこうき だね～ 
 どのようなことを？ 

○お子さんが注意を向けているものについて話す 

大人が教えたいものではなく、お子さまが注意を向けているものについて話しか

けましょう。お子さんが何かに関心を持っている状況や楽しそうにしている場面

は、ことばかけの絶好の機会です。  

 

○お子さんの気持ちを代弁する 

「こういう時はこう言えばいいんだ!」というモデルが示されるだけでなく、気持

ちを受け止めてもらえた安心感はコミュニケーションの土台となっていきます。 

 

○お子さんのことばを広げて返す 

お子さんが言ったことばに 1 つ加えて返したり、１つレベルアップしたこと

ばのモデルを聞かせたりするのもいいですね。 

  例：お子さん「パン!」→大人「パンちょうだいだね」 

    お子さん「あっ ブーブー」→大人「ブッブーってくるまがいたね」 

わんわん いたね 
 

あっ わんわん  

【ことばかけのコツ】～ST（言語聴覚士）より～ 
 



                                       

 

  

                                         

 

                                              

                 

 

今年度も残りわずかとなりました。1年を通して様々な経験をし、お子さんそれぞれ

の成長をたくさんみせてもらいました。時には苦手なことにもお父さん、お母さんと一

緒に挑戦してやり遂げることや、友達と一緒に取り組む中でたくさんの「できた」「楽し

い」があったのではないでしょうか。 

 4月からはそれぞれの道を進むことになりますが、通園職員一同応援しています！ 

 

 

製作の紹介 

通園部では毎年中原区役所と高津区役所に作品を展示しています。今年度は「海の

生き物」がテーマでした。お子さん達みんな一生懸命取り組んでくれ、個性豊かな製

作が揃いました。このようにして、地域の皆さんに療育センターのことを知ってもらう

機会も作っています。 

普段の製作では、季節やイベントに合わせたものを作って掲示することで、館内で四

季を感じ、楽しんでいただけるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

片栗粉遊びの紹介 

感触遊びの一つに片栗粉があります。片栗粉一つとっても様々な遊び方があるので、 

今回は片栗粉を使った遊び方をいくつかご紹介したいと思います。 

 

 

 

  

〈水なし〉 

まずは水を加えたりせず、粉状で触っ

てみましょう。片栗粉のふわふわした

感触が楽しいお子さんもいらっしゃい

ます。 

 

〈小量のお水〉 

少量のお水を加えて、手で力強く握る

と粘土のように遊ぶことができます。

普通の粘土とは違い、時間がたつと手

のひらで溶けていく感覚を楽しむこと

ができます。 

〈多めのお水〉 

さらに水分量を増やすと、手からとろ

とろと落ちるようになります。粘土と

もお水遊びとも違う、片栗粉ならでは

の遊びを体験することができます。 

 

通園だより 



こんにちは、行事委員会です。中央療育センターでは、部署の垣根を越えて委員会を設置して活動しています。 

行事委員会ではセンターをご利用いただいている皆様や、市民の方々向けへのイベントを企画運営しています。 

今回は「児童作品展」と「ひとみ座公演」の様子についてご報告をいたします。 

【児童作品展】 2024 年１０月 1 日～15 日 in 中原区役所   2025 年 1 月７日～17 日 in 高津区役所 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は“水族館”というテーマをもとに、該当クラスの児童さんに作品をつくっていただきました。魚、クラゲ、イカ 

などなど、様々な海の生き物たちの姿にセンターの職員たちも目を奪われました。 

11 月に開催された中原区と高津区の子どもフェスタにも作品を飾り、多くの来場者の方にみていただきました！！ 

来年はどんなテーマ、作品になるのでしょうか。職員も毎年楽しみにしています。 

【ひとみ座人形劇講演】 2024 年 11 月３０日（土）ひとみ座人形劇 in 中原支援学校体育館 

    

 

 

 

 

毎年大好評をいただいている、ひとみ座さんの人形劇。今年度は、お隣の中原支援学校の体育館を借りて開催さ

せていただきました。多くの親子連れでのご参加ありがとうございました。「去年はあんまりじっと見ていなかったけど、

今年はしっかり見ていました」、「手をたたいて楽しそうに見ていました」といった親御さんの感想や、「また次もやって

ね」というお子さんからの感想もいただきました。またセンターでの様子と一味違うお子さんたちの姿に職員も驚き、ま

た成長を感じました。ひとみ座さん、ありがとうございました。 

川崎市中央療育センター 行事委員会より 


